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利根川水系渇水対策連絡協議会分科会開催される

利根川水系渇水対策連絡協議会（会長：北橋建治関東地方整備局長）は上流ダム群の貯
水状況と最近の水質事故の状況について情報提供するため、平成２０年３月１９日（水）
に分科会を開催しました。
●上流ダム群等の貯水状況と今後の見通し及び対策
利根川上流８ダムは、昨年１１月からの平野部での少雨等により、河川の流量が低減し、

例年より１０日程度早い１２月１日から補給を開始しました。
３月１８日０時現在の貯水量は、１億９，１７６万ｍ3、貯水率４２％､平年の８２％と

なっています。
現在までに、利根川上流８ダムから最大で日量約３５０万ｍ3、合計約１億７，３６４

万ｍ3の補給（冬期としては平成４年以降で３番目に多い量）を実施するとともに、北千
葉導水路等の効率的な運用を図り、河川に必要な流量の確保に努めております。今年は水
源地域の奈良俣ダム・尾瀬沼地点の最大積雪深が平年並以上の積雪となっており、今後、
降雨や融雪により奥利根５ダム等は満水になると予想しています。なお、融雪の少ない下
久保ダム、草木ダムについては今後の降雨状況によっては、貯水量が不足することも考え
られます。
今後ともダムの貴重な水を有効に利用しつつ、北千葉導水路等の下流の施設も活用し、

河川水に不足が生じないよう適切な水運用を行っていきます。
●最近の水質事故の状況
平成２０年２月より継続している利根川上流部湯の小屋沢の旅館を発生源とする油流出

事故や渡良瀬川支川秋山川に発生している１．４ジオキサンの水質事故について報告し、
今後注意するよう関係機関に周知しました。

《ダム貯水状況》
・利根川上流８ダム（３月１８日０時現在）
貯水量：１億９，１７６万m3、貯水率：４２％、平年比：８２％

・鬼怒川上流３ダム（３月１８日０時現在）
貯水量：１億３，４６１万m3、貯水率：７５％、平年比：９９％

※ ダムの貯水量及び貯水率の情報を、電話応答サービスにより、リアルタイムに提供して
います。どうぞご利用下さい。
・利根川上流８ダム 電話番号 027－255－5692
・鬼怒川上流３ダム 五十里ダム 電話番号 0288－78－0440

川俣ダム 電話番号 0288－96－0288
川治ダム 電話番号 0288－78－0908

※ ホームペ－ジでもダムの情報をお届けしています。
http://www.ktr.mlit.go.jp/（首都圏の水資源情報 他）

平成２０年３月１９日（水）

利根川水系渇水対策連絡協議会（事務局：関東地方整備局）
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上流ダム群等の貯水状況と今後の見通し及び対策

奈良俣ダムのダム湖状況（平成２０年３月１８日撮影）

平成２０年３月１９日

関 東 地 方 整 備 局
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1.利根川上流ダム群等の現状
1) 利根川上流８ダムは、冬期の少雨のため平成４年以降で３番目に多い補給
① 栗橋上流域の１１月から２月までの４ヶ月間の流域平均降水量は、１５７㎜で、S23か
らH19までの60年間平均降雨の約８４％となり、少雨傾向でした。これらの影響から、利
根川上流８ダムは平年よりも１０日程度早い平成１９年１２月１日から補給となり、最大
で一日当たり約３５０万ｍ3、合計約１億７，３６４万ｍ3の補給を行いました。
３月１３日から奥利根５ダムは貯留に転じていますが、３月１８日０時現在の貯水量は、

１億９，１７６万ｍ3、常時満水容量４億６，１６３万ｍ3に対して４２％、平年の貯水量
２億３，２７１万ｍ3に対して８２％となっています。

表－１ 利根川上流ダム群の貯水状況（平成20年3月18日 0時現在） 単位：万ｍ3）

諸 元 矢木沢 奈良俣 藤 原 相 俣 薗 原 下久保 草 木 渡良瀬 合 計 平年比

貯水池 （％）
有効容量 11,550 8,500 3,101 2,000 1,322 12,000 5,050 2,640 46,163 －

貯 水 量 2,902 2,876 1,884 1,131 357 6,591 3,435 0 19,176 23,271

水率(%) 25 34 61 57 27 55 68 0 42 82

※．有効容量は、常時満水容量。貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。

図－１

凡例 ●：１０％取水制限開始 ●：１０％取水制限解除 ●：体制解除

表－２ 利根川栗橋上流域平均降水量（平成20年3月17日まで） 単位(㎜)
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 摘 要

平成８年 26 36 70 48 98 117 155 78 217 80 55 23 1,003 利根川冬夏渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水

平成19年 34 21 38 67 126 159 262 116 380 137 27 53 1,420
平年(S23～H19) 44 47 66 87 117 176 198 206 211 124 59 37 1,372
平成20年 27 50 12 89
平年比(%） 61 106 18 6
※． 利根川取水制限実施月（一時緩和含む）
※．栗橋上流域面積 8,588㎞

２

図－２ 利根川栗橋上流域平均降水量（平成20年3月17日まで）
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② 今年は水源地域の奈良俣ダム・尾瀬沼地点の最大積雪深は平年並以上となり、平成２０
年３月１８日９時現在の積雪深は、両地点とも平年を下回っています。

表－３ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深
平成20年 H19～20 平成19年 H18～19

観測所名 ※平年 平年比
3月18日 最大積雪深 3月18日 最大積雪深

奈良俣ダム １３３㎝ １４４㎝ ９２％ 2月28日 243㎝ 83㎝ 3月14日101㎝
尾 瀬 沼 ２０２㎝ ２５６㎝ ７９％ 3月 2日 265㎝ 229㎝ 3月13日266㎝

※平年 奈良俣ダムH3～H19、尾瀬沼S29～H19の３月第４半旬末の平均値

図－３ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の年最大積雪深・積雪深図

※過去のデータは半旬末の値 平成２０年３月１８日現在

※尾瀬沼の累加降雪量は欠測があったため

今年度のデータは欠測となります。
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③ 下久保ダムは、昨年１１月からの降水量が少なく、平成２０年３月１８日現在で8ダム体制
となった平成４年以降の１７年間で４番目に低い貯水量となっており、現在も補給が続いてい
ます。今後、融雪による出水は見込まれないため、今後の雨の状況によっては厳しい状況も想
定されます。

図－４ 下久保ダムの貯水容量図

表－４ 下久保ダム流域平均降水量（平成20年3月17日まで） 単位(㎜)

図－５ 下久保ダム流域平均降水量（平成20年3月17日まで）

下 久 保 ダ ム 貯 水 容 量 図

0

2,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

（万ｍ3）

平成６年 平成８年

平成９年 平成１３年

平成１９年 平成２０年

H4～H18平均 計画容量

夏期制限容量 ８，５００万ｍ3

常時満水容量 １２，０００万ｍ3

平成１３年

平成８年

平成６年

平成９年

H4～H19平均
平成１９年

平成２０年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
平 成 １ ９ 年 13 5 13 50 41 81 245 57 573 148 22 24 1,272
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④ 草木ダムも、昨年１１月からの降水量が少なく、現在も補給が続いています。下久保ダム同
様に融雪による出水は見込まれないため、今後の雨の状況によっては厳しい状況も想定されま
す。

図－６ 草木ダムの貯水容量図

表－５ 渡良瀬川藤岡上流降水量（平成20年3月17日まで） 単位(㎜)

図－７ 渡良瀬川藤岡上流降水量（平成20年3月17日まで）
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⑤ 北千葉導水路は今年２月より、江戸川の流量低下時に利根川から最大１３ｍ3/sの導水を実
施した結果、上流ダム群の約６，７００万ｍ3に相当する貯水量を温存し、江戸川の取水の安
定を図っています。また、２月と３月の導水量は過去最多となっています。

図－８ 北千葉導水路 月別導水量図（平成20年3月18日現在）

図－９ 北千葉導水路 年間導水量図（平成20年3月18日現在）

（参考）利根川から江戸川への導水状況写真（左：１３m3/s導水中、右：維持流量１m3/s導水中）
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2) 鬼怒川上流ダム群は平年並の貯水量
① 鬼怒川上流３ダムは、３月１８日０時現在の貯水量は、１億３，４６１万ｍ3、常時満
水容量１億８，０３４万ｍ3に対して７５％、平年の貯水量１億３，５４６万ｍ3に対して
９９％となっています。
表－６ 鬼怒川上流ダム群の貯水状況（平成20年3月18日 0時現在） （万ｍ3）
諸 元 五十里 川 俣 川 治 合 計 平年比(％) 摘 要
有効容量 3,123 7,311 7,600 18,034 －
貯 水 量 1,763 6,892 4,806 13,461 13,546
貯水率(%) 56 94 63 75 99

※．有効容量は、常時満水容量。貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。

図－１０

表－７ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量（平成20年3月17日まで） 単位(㎜)
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140
平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525
平成１９年 31 15 21 41 122 176 298 115 471 142 18 27 1,477
平年(S47－H19) 49 53 74 103 120 178 226 278 279 143 91 39 1,633
平成２０年 15 25 8 48
平年比(％) 31 47 11 3
※．鬼怒川佐貫上流域面積 940㎞

２

図－１１ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量（平成20年3月17日まで）
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S60～H19平均

平成２０年
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2.今後の見通し及び対策

1) 見通し
① ３月１４日気象庁発表の１ヶ月予報によると、３月１５日から４月１４日の関東甲信地
方の降水量については、「多い」確率が４０％となっています。
また、２月２５日気象庁発表の３ヶ月予報によると、降水量は、「３月：平年並、４月

：少ない」、「５月：平年並」となっています。
暖侯期予報によると、夏（６月～８月）の降水量は、平年並となっており、梅雨の時期

（６～７月）の降水量は少ないとなっています。

１か月予報
３月１５日から４月１４日
までの天候見通し
(平成２０年３月１４日発表）

３か月予報
３月から５月までの天候見通し
（平成２０年２月２５日発表）

暖侯期予報
６月から８月までの天候見通し
（平成２０年２月２５日発表）

② 利根川流域は冬期の降水量が少なく、３月１３日まで下流域の水需要を満たすためにダ
ムに貯留した水を下流河川に補給しておりましたが、先週からの気温上昇と降雨により融
雪がはじまっております。
今年は水源地域の奈良俣ダム・尾瀬沼地点の最大積雪深が、平年並以上の積雪となって

いるため、例年どおり融雪期には奥利根５ダム、渡良瀬貯水池は満水となる見込みですが、
融雪が少ない下久保ダム、草木ダムは、今後の降雨状況によっては、貯水量が不足するこ
とも考えられます。
なお、渡良瀬貯水池については、補給により最低水位まで低下しており、水質改善等の

ため平成９年から利根川の流況を見ながら実施している「干し上げ」を行っていますが、
干し上げが終わり次第、水質に配慮しながら貯留していきます。

③ 鬼怒川上流３ダムは、平年並みの貯水量を確保しており、五十里、川俣ダムは４月中旬
には満水となる見込みです。

2) 対策
①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］

利根川上流ダム群、鬼怒川ダム群及び下流部の水資源開発施設においては、今後の降水
状況及び下流部の水利用を踏まえたきめ細かい運用を行い、ダム貯水量の確保に極力努め
ます。
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